
業界の課題

公益事業の業界でも、他の多くの業種と同様、ハイパフォーマンスな分析がもたらす多大
な効果を無視するわけにはいきません。例えばシステム運用者は、供給網の質や信頼性に
生じた変化を早期に予測するための指標を利用することが可能です。また、電力会社の配
電系統運用者は、分散した発電リソースからの出力を予測し、安定した電力を最小のコスト
で供給することが可能になります。以上の2つはごく一部の例にすぎず、可能性は無限に広
がっています。ただし、ハイパフォーマンスな分析を活用するためには、データの管理だけ
でなく、そこから実際に価値を引き出すことを重視する思考方法への移行が必要となるこ
とに注意が必要です。

設備資産に関する構造化データと非構造化データにハイパフォーマンスな分析を適用する
ことで、何百種類もの運用パラメータの抽出サンプルのみを対象にして偏差を監視するレ
ベルから脱却できます。代わりに、設備のどのような変化（潜在的な故障やパフォーマンス
効率の低下など）にも反応できる高度なモデルにもとづき全データを対象に分析を行うこ
とで、パフォーマンス異常に関してほぼリアルタイムのアラートを受け取ることが可能にな
ります。ほぼリアルタイムのグリッドデータに予測モデルを適用すれば、切迫したイベントを
システム運用者に警告し、適切な制御行動（例：電力動揺の減衰化、インテリジェントな単
独運転への切り替え）を取ることができます。また、リスク管理責任者は、クロスポートフォ
リオ分析の実施サイクルを日から時間、時間から分へと短縮することで、1日のうちにより
頻繁にポジショニング情報を受け取ることが可能になります。

SASのアプローチ

構造化または非構造化かを問わず、あらゆるビッグデータ資産の分析を難しくしている障
壁や、既存のコンピューティング・インフラに起因する制約を取り除きます。SAS® High-

Performance Analytics製品では、以下のことが可能になります。

• 迅速に確信をもって、チャンスを見出し、新たな問題を検知し、正しい選択を行う：多く
のシナリオを同時に分析し、より正確かつ詳細な結果を導き出した上で、供給網、設備、
エネルギー市場、天候など条件の変化に俊敏に対応できるようになります。

• 最も複雑な課題を解決し、問題や機会を徹底的に探索：例えば電力業界では、相関する
電力商品間の動的な相互作用の把握と対応策や、電力卸売市場における参入企業の市
場戦略の向上などを促進できます。最良のモデリング手法を使用し、モデル実行の反復
頻度を高め、データの一部だけでなく利用可能な構造化／非構造化データのすべてを
活用することが可能になります。

• かつてないほど高速に洞察を獲得：分析モデルを従来よりも圧倒的に短時間で処理す
ることができます。これにより、一刻を争う重要な意思決定も確信をもって行えるように
なります。

• リソース（人員と資金）を最大限に活用：拡張性に優れた分析用の ITインフラでインメモ
リ処理の利点を最大限に発揮させることができます。その結果、新しいアイデアのテスト
でも、より多くのシナリオの評価でも、すべてを制約なしで実行できます。

つまり、SAS High-Performance Analytics製品は、より正確な洞察をより迅速にもたらしま
す。それも時間単位ではなく、分単位で結果が得られます。

構造化／非構造化ビッグデータ資産を活用して、 
操業・業務の効率とエネルギー市場でのポジションを 
最適化する方法とは?

UTILITIES • SOLUTION BRIEFSAS® HIGH-PERFORMANCE ANALYTICS PRODUCTS

業務効果

「SAS High-Performance Analyticsは、
ビッグデータを含むあらゆるデータ資産
を、より迅速、より正確な意思決定のため
の情報に変え、最終的には競争優位性を
向上させます」

ダン・バセット（Dan Vesset）氏 
プログラム担当副社長 

IDCビジネス・アナリティクス・リサーチ部門

課題

• ビッグデータ問題：現在のインフラで
は膨大な構造化／非構造化データに十
分に対処することができないため、多く
の分析で相当な量のデータが分析対象
から除外されており、結果の正確性に
影響が出ています。

• 個人情報保護に関する懸念：電気、ガス、
水道などの公益事業会社として業務や
需要家に関連するデータを疎かにする
ことはできませんが、こうしたデータを
統制するポリシーは、公益事業の業務
モデルが多種多様であるのと同様、千
差万別です。

• 拡張性の欠如：時間的な要件がますま
す厳しくなる中、現在の ITインフラでは、
分析ニーズの成長（例：新規データソー
スの速やかな統合、分析データ準備の
反復実行、分析モデルの再学習など）に
対応できなくなる可能性があります。

• 分析の可能性に対する理解の不足：公
益事業会社にとっての大きなハードル
は、分析がもたらす価値を理解すること
です。他業種のベストプラクティスも積
極的に採用する姿勢が求められます。



SAS®の優位性：「The Power to Know®（知る力）」をかつてない速さで活用

厳しい時間枠の中でも優れた意思決定を行う。これまでは不可能と思われていた極めて複
雑な課題を解決する。分散型かつインメモリ型の環境でビッグデータと高度な分析機能を
活用する。これらを実現できるように、SAS High-Performance Analyticsの各製品には、統
計分析、データマイニング、テキストマイニング、最適化、計量経済分析、予測分析のための
インメモリ処理ソフトウェアが含まれています。SASのソリューションには、以下の機能が含
まれます。

• ビッグデータ分析を処理して即断即決に必要な洞察を導き出す唯一のインメモリ製品：
単にインメモリ環境でクエリ、レポーティング、記述統計を実行するだけではなく、真に高
度な分析手法の数々を適用して複雑な課題を解決できるのは、SAS High-Performance 

Analytics製品だけです。

• モデルの開発と展開のライフサイクル全体に対応したソリューション：SAS High-

Performance Analytics製品では競合製品と異なり、新しいモデルの開発と実地運用を
速やかに行えるため、構造化データと非構造化データの両方から、より多くの価値と知見・
洞察を導き出すことが可能になります。

• 37年以上の実績があるテクノロジーをより高速に実行できる総合分析環境：現在では
世界中の65,000以上の顧客サイトにおいて、分散型かつインメモリ型の環境でSASの
ハイパフォーマンス分析プロシジャが実行されています。ビッグデータから素早く価値を
引き出せるようになると、これまでは想像すらできなかったような大きな可能性が広がり
ます。

公益事業におけるSAS® High-Performance Analytics製品

■ 予測型グリッド分析
システム運用者は、供給網や設備のどのような変化（潜在的な故障、パフォーマンス効率
の低下など）にも反応できる高度なモデルにもとづき全データを対象に分析を行うことで、
パフォーマンス異常に関してほぼリアルタイムのアラートを受け取ることが可能になりま
す。これにより、設備資産の故障を減らし、計画外のダウンタイムを防止または短縮し、
供給の安定性を改善することができます。

■ イントラデイ・ポートフォリオ・リスク分析
データフィードの統合と合理化により、リスク管理責任者の負担が軽減されます。モデル
構築、ストレステスト、シナリオ分析など、さまざまな分析作業に多くの時間を割けるよう
になるため、取引とリスク管理に関する意思決定を最適化することができます。あるお客
様はSASを活用して、88億ドル規模のポートフォリオに関するVaR（想定最大損失額）計
算の実行時間を18時間から3分未満に短縮しました。

■ 供給の最適化
公益事業会社は、供給網のパフォーマンス情報を連結および分析することで、供給に関
する意思決定を向上できます。エネルギー供給源の分散化やスマートグリッド対応機器
の拡充が進むなか、公益事業会社ができるだけ低コストで供給を最適化し、より信頼性
の高いサービスを消費者に提供し続けるためには、SASのパワーが効果を発揮します。
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こんなことが･･･

より迅速に確信をもって変化に対応
環境条件、設備資産の運用履歴、負荷にも
とづき、さまざまなシナリオにおける故障
率をほぼリアルタイムでモデル化できる
としたら?

従来の分析アプローチを超越
かつてないほど多くの変数、複雑な分析
モデル、頻繁なモデリングの反復実行を
用いてイントラデイ・ポートフォリオ・リス
クの集計やVaR分析を実行することによ
り、取引に関する意思決定を改善し、規制
対応のレポート要件を容易に遵守できる
としたら?

価値の高い洞察を素早く獲得
例えば電力業界の場合、市場参入企業が
利用できる電力料金に悪影響を及ぼしか
ねない共謀詐欺や他の不正行為を素早く
検知して対策を講じ、安定した電力をリー
ズナブルな料金で供給できるとしたら?

ITリソースを最大限に活用
構造化データか非構造化データかを問わ
ず、新たな情報源を追加し、より多くの変
数にもとづき、より専門性の高いモデルを
構築できるとしたら? また、単に所定の時
間内に最小限のエラーでプロセスを完了
するだけでなく、業務にとって最適なモデ
ルを活用できるとしたら?

実現できます。SASはかつてない
速さで、「The Power to Know®

（知る力）」をお届けします。

SASに関する事実

• SASは1976年に創業して以来、連続した
成長を続けており、全世界の約70,000サイ
トで採用されています。日本においては
1,500社2,300サイトの導入実績を誇ります。

• SASの顧客には世界中で500社以上のエ
ネルギー関連企業が含まれ、うち160社は
北米の投資家所有の公益事業会社です。

• SASは分析イノベーションの領域で、
KMWorld誌の「ナレッジ管理をリードす
る 100社」（100 Companies That Matter in 

Knowledge Management.）に選出されました。

SASの公益事業向けソフトウェア／サービス
の詳細については、次のサイトをご覧ください：

sas.com/industry/utilities

http://www.sas.com/industry/utilities

